
縦覧／単月点検別・管掌別再審査査定点数の比較（対前年度比）  

（医科歯科計，保険者請求分）  平成18年4月審査分～平成19年3月審査分  
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注1二平成18年度の（）内の数値は、平成17年度に対する伸び率である。   

2＝「その他」の数値は、船員保険及びその他各法の数値である。   



巨頭可  
政府管葦健康保険におけるレセプト点検調査の現状   

社会保険事務局事務センターにおいて、医療給付費の返還又は診療報酬請求額の調整を求めた  
レセプト件数及び金額  

（単位：千件・百万円）  

平成14年度  平成15年度  平成16年度  平成17年度  平成18年度  

件数   金額   件数   金額   件数   金額   件数   金額   件数   金額   

レセプト総件数（一般  35，326  
分）・医療給付費  

（単位：千件、億円）  （0．4％）  （▲3．5％）  （▲0．9％）  （▲7．4％）  （1．5％）  （0．4％）   （5．5％）   （4．2％）   （1．4％）   （0．4％）   

3，485  49，558   3，469  46，327   3，705  47，458   3，092  41，108   2，820   39，134  
資格点検  

（▲0．摘）  （▲7．3％）  （▲0．5％）  （▲6．5％）   （6．8％）   （2．4％）  （▲16．5％）  （▲13．4％）   （▲8，8％）  （▲4．8％）  

政  
220   12，480   229   11，447   205   9，703   187   8，876   176   8，466   

管  
外傷点検  

健  （▲3．5％）   （1．5％）   （4．1％）  （▲8．3％）  （▲10．5％）  （▲15．2％）  （▲8．8％）  （▲8．5％）  （▲5．9％）   （▲4．6％）  

保  
908   12，549   905   12，791   1，084   14，017   1，222   15，424   1，409   17，052   

般  
内容点検  

（0．8％）   （48．1％）  （▲0．3％）   （1．9％）   （19．8％）   （9．6％）  （12．7％）  （10．0％）  （15．3％）   （10．6％）  

分  
4，613   74，587   4，603   70，565   4，994  71，178   4，501   65，408   4，406   64，652  

計  
（▲0．4％）   （0．5％）  （▲0．2％）  （▲5．4％）   （8．5％）   （0．9％）  （▲9．9％）  （▲8．1％）  （▲2．1％）   （▲1．2％）   

（注1）括弧内は、対前年度伸び率  

（注2）端数整理により合計が一 致しない場合がある  

〈参考〉  

平成14年度  平成15年度  平成16年度  平成17年度  平成18年度  

件数   金額   件数   金額   件数   金額   件数   金額   件数   金額   

資格点検   636  25，280   648  24，861   591   22，838   463   18，853   470   19，160  

老  

人  355   3，546   364   4，884   339   4，799   312   4，086   305   3，811  
分  

計   991   28，826   1，012   29，745   930  27，637   775  22，939   775   22，971   
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［垂直二］  
レセプト開示実施状況 （本人分）   

（平成18年4月～平成19年3月末受付）  

（注1）保留中とは、保険医療機関に開示についての意見を照会しているもの等をいう。  

（注2）実施状況については平成19年9月4日までに決定したものである。   



レセプト開示実施状況 （遺族分）  
（平成18年4月～平成19年3月末受付）  

（注1）保留中とは、保険医療機関に開示についての意見を照会しているもの等をいう。  
（注2）実施状況については平成19年9月4日までに決定したものである。   



政管健保生活習慣病予防健診の  
都道府県別受診率（平成16～18年度）  

（単位二％）  

平成16年度  平成17年度  平成18年度  平成16年度  平成17年度  平成18年度   
北海道   27．0   27．6   28．9   滋 賀   33．9   35．0   36．2   

27．2   29．1   31．1   京 都 32．3   34．5   38．5   

岩 手   24．2   25．9   26．7   大 阪   14．9   16．4   18．0   

宮 城   39．8   41．6   42．7   兵 庫   22．9   25．7   27．0   

秋 田   32．4   33．1   34．2   奈 良   28．4   29．6   30．1   

山 形   36．9   38．1   38．6   和歌山   28．8   31．5   34．2   

福 島   32．9   34．5   35．9   鳥 取   21．1   25．1   29．3   

茨 城   24．1   26．3   28．4   島 根   41．4   43．8 45．1   

栃 木   22．3   23．5   29．2   岡 山   29．3   30．6   32．2   

群 馬   26．3   28．3   30．6   広 島   32．3   32．8   34．0   
埼 玉   20．9   22．8   23．7   山 口   32．1   33．4   34．3   

千 葉   23．5   23．7   25．4   徳 島   28．5   29．8   30．7   

東 京   22．8   25．1   27．4   香 川   31．0   32．7   33．5   

神奈川   27．5   28．3   30．4   愛 媛   29．2   30．8   32．4   

新 潟   39．6   42．6   45．3   高 知   42．8   44．3   46．0   

冨 山   31．1   34．3   37．9   福 岡   29．0   30．0   33．1   

石 川   28．0   30．6   33．4   佐 賀   34．2   35．3   36．8   

福 井   25．9   28．2   31．7   長 崎   31．4   32．5   34．7   

山 梨   38．8   42．1   43．8   熊 本   40．5   41．5   44．2   

長 野   25．5  26．3   28．5   大 分   42．0   43．8   45．4   

岐 阜   25．2   28．0   31．6   宮 崎   34．2   35．2   36．4 

静 岡   26．3   27．7   29．8   鹿児島   22．6   25．9   28．0   

愛 知   23．7   24．9   26．6   沖 縄   41．3   42．4   45．0   
三 重   39．7   41．1   41．9   合 計   27．7   29二3   31．2   

注）受診率＝40歳以上の健診受診者数／40歳以上の被保険者数  
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（財）社会保険健康事業財団の都道府県別保健師活動状況（H18年度）  

都道府県  
保 健 師 数  事後指導実 

支部保健師  嘱託保健師  健康指導保健師   計   個別相談   集団学習   計   実施率（％）   

北海道   2：  12  
， 【▼  5   19   19－820   589   20．409  23．2   

2  「育膏「  4   7   13   12．734   124  12，858   72，0   

3 _ 岩手  5   7   13   11．770   716   12．486   69．5   

4   宮城  7   8   17   14．909   615   15－524  40．6   

5   秋田   6   5   12   11，271   1，810   13，081   73，2   

6   山形   ▼－一一 ‾  肘   3  13   17   11，443   12，094   56．8   651  
7   福音  17  23   23，236   1．144   24．380  66．9   
8   茨城  3  10  14   11，43了  224  11，661   46．9   
9   栃木  6   12  598   9，891   51．1  

て訂  群馬   口   2   9  12   7．776   1．343   9．119   35．4  

埼玉   2: ‾▼  一‾▲‾▲▲一  12．523  255   16  19  12778  36．9   
了す   手書  

2  
19  705   18，118   65．5   3  ＿」旦  

3  
33  4  26  20，986   296：  21，282  11．2  

神奈川  2   5   13  20  15,865: 1.060: 16925   28．4  

1す   新潟   2   3  10  15   9．639   4．863   14．502   22．7   

16   富山   

】¶，  

口  10   12   6，547   159   6，706   23．5   

17   石打「  12  42   7．527   25，3   

18  一▲  福斉  6   9  【   126   6．909  40．8   
了す   【▼   山梨   口  3  12  677   7．571   43．5   

ラす   貢膏㌻  2  10   23   18，635   1．317   19．952   56，5   

岐阜   ロ   21  4   仙   16   12．243   46．8   1，820  14．063  ＝一三  2   3   16_  14．716  587  15303   34．2  

愛知   2  6   13－  1．581                       21   15．532   17，113  19．0  
三重  2   2   10  1盲   11．461   858   12，319   

25  滋賀  月   5   8  14  11．915   12，182   267    75．8   
42．7  

26   京都   一  ‾肝▼  2   
8   17   13－569   933   14，502   30，2   

す「   ▲   ラ涌「  ‾‾】‾‾－「 「手   9   18   13．969   2．17（；  16．145  17．2   

裏「   一‾‾‾   兵庫   2   6   10   18   14，062   22．7   13，071  991  
きす   奈良   両   4   5  10  8，080   72．1   0  

頂「   和歌山   口   5   4   10   7，436   187：   7，623   ヰ訂「   

31   鳥取   口   0   10i 7，716   412：   8，128   71．0  

ララ   島根  一一‾‾‾－‾1   7  5   15，024   74丁寧  

云「   ▼‘‾ 1翫工「  2   6  18  1，395   17，588   38．6   

34   百舌  2   9j 17   28  2，258   22．655   34．6   

35   山口   3  9   13   8，950   468  9．418  38．7   

36   徳島   7   5．635   265;  ロ  5．900   39．2   

うテ  盲了汀   ‾「  ‾▼「▼ －【   2   8  13  【‾▼‾－【【【▼ 16．713   66．7   

憂窟  百計     上  7   す了6ラ1   1訂一  9271  34．8   
39   高知  ‾‾▲「一   4   4: 9   11．154．  294．  11，448   35．2   ‾  ‾  
40   宿面   2   15  6  23  25，008   溺‾‾  25．516  27，9   

佐賀  円   5: 9: 15  12．176  90：  12266  ヱ蔓・q 

且 ＿＿＿  円  8  ．〉 59．6  

一＿墜杢Ⅵ＿【   2  6  10   1膏  1うう8  18．050  35．0  

44  ‾‾   大分  16．604  44．3  1，103         5  10  17  
す5   宮崎   口   8   8   17   16，035   438   16．473   71．2   

46   鹿児島  ロ   8   4   13 _ 11，341   3．379   14．720  55，8   

耳「  ‾  「  昭「 2   5   ‖  14．106   975   15，081   54．2   
計  71：  25  415   737   611．152   42．712   653．864 J6．U   

（注1）嘱託保健師（雇用契約（月15日～18日稼働））、健康指導保健師（委嘱契約（月6日～14日稼働））   

（注2）事後指導実績については、指導区分「2」イ3」以外の者も含まれている。  
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［麺］  

H19．9．10現在  

政管健保における特定健康診査等の実施について（案）  

※本資料は20年度予算概算要求時点のものであり、今後、変更となる可能性がある。  

社会保険庁運営部医療保険課  
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1特定健診  

（1）被保険者   

① 実施方法等  
○ 現行と同様に、健診機関と直接契約し実施する。  
・平成19年度において全国で2，017の健診機関と契約（社会保険事務局において契約・支払）   

② 健診項目及び費用負担等  
○ 特定健診項目 ＋ 保険者独自の健診項目（従来の健診項目のうち特定健 項目を除く）とする。  

○ がんの原因は、喫煙、食生活及び運動等の生活習慣や肝炎ウィルス等の感染症などの様々なものがあり付加健診、  

検査、乳・子 宮がん検診lこついては、引き続き実施するが、フォローアップ健診については廃止予定。  

0 35歳以上40歳未満の健診については、現行と同様lこ実施予定。   

③ 事業主健診データ  

○ 事業主健診の健診結果データの交換方法等については、今後の検討課題とする。  

（2）被扶養者  

現状、被扶養者に対する健診が、市町村の実施している老人基本健康診査により行われていることから、市町村の   
健診実施（契約）方 を引き継ぎ、住所地の最寄りの健診機関で受診を可能とする方法とする。  

① 実施方法等   
○ 被扶養者への 券の送付は事業所を通じて行う。  

・被扶養者は、健診機関窓口において、受診券のほか健康保険証を必ず提示し受診する方法とする（未資格受診防止等のため。）。   

○ 健診機関との契約については、他の保険者とともに代表保険者（保 に契約を委託する集合契約   

五重とする。   

○ 全国規模の健診団体との契約も検討するなど、最寄りの健診機関以外の健診機関においても受診可能とする。  

○ 支払事務の軽減や健診結果の集約のため代行機関を活用することとし、代行機関として社会保険診；   
基金（以下「支払基金」という。）を利用する。  
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② 健診項目及び費用負担等  

○ 健診項目は  （現在の被扶養配偶者健診については廃止する。）。   

○ 費用負担のあり方については、今後の検討課題とする。  

③ その他   

○ 保険者協議会での代表保険者との調整。  

2 特定保健指導  

（1）被保険者  

○ 現行と同様に、事業所に保健師を派遣し事業所内で実施する方式を基本とする。   

① 実施方法等   

○ 特定健診の実施結果に基づき保健指導の階層化を行い、以下の方法により指導を行う。  

a 情報提供 ⇒ すべての健診受診者に対し健診時に「健診結果の見方」等の情報を提供する  

b 動機付け支援 ⇒ 保健師による面談（20分間）または集団指導（80分間）を実施し、6ケ月後に評価（電話）をおこなう  

c 積極的支援 ⇒ 動機付け支援の方法に加え、保健師等による電話またはメールによる6ケ月間の継続支援を実施し、6ケ月後に評価（電話）  

d その他支援 ⇒ 特定健診の結果による支援に該当しない看で、肝機能等の数値が、従来の指導区分「2」・「3」に該当するといった者に対し  

て、保健指導を実施する。  

② 保健指導内容及び費用負担等   

○ 保健指導内容（面談内容や具体的な指導方法）については、健康局が示す基準に合致したものとする。   

○ 費用負担のあり方については、今後の検討課題とする。  
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（2）被扶養者  

被扶養者に対する特定保健指導については、階層化の結果保健指導が必要な者に対して、特屈保健指導の「利用券」  
送付し、指定する（または地域の）特定保健指導委託機関lこおいて保健指導を受ける方法とする。   

（市町村の集団指導と合同で実施するなど、市町村での保健指導スキームの活用ができないか検討する。）  

①・実施方法等  

○ 階層化の結果指導が必要な被扶養者に対しては、健診結果に記録された住所地に直接「利用券」を送付する。  

○ 健診機関との契約については、他の保険者とともに代表保険者（保険者協議会で決定）に契約を委託する集合契鮮  
五重とする。  

○ 支払事務の軽減や指導結果の集約のため、代行機関を活用することとし、代行機関として支払基金を利用する。  

② 保健指導内容及び費用負担等  

○ 保健指導内容（面談内容や具体的な指導方法）については、健康局が示す基準に合致したものとする。  

○ 車用負担のあり方については、今後の検討課題とする。  

③ 契約■支払方法等  

○ 健診機関との契約については、他の保険者とともに代表保険者（保険者協議会で決定）に契約を委託する集合契約  

方式とする。  

④ その他  
○ 保険者協議会での代表保険者との調整を行う。  

3 その他  
○ 上記の実は、平成20年4月から9月までの政管健保での事業内容について示したものである。  
平成20年10月の全国健康保険協会設立以降の事業内容については、同協会の設立委員会において、平成20年度の  
事業計画■予算を定める中で決定されるが、政管健保の事業内容を基に御議論いただくことを想定している。  

○ 特定健診等実施計画（案）は9月中を目途に本庁において作成するが、都道府県事務局毎の実施のあり方については、  

その後の検討課題となる。  
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政府管掌健康保険の生活習慣病予防健診事業の流れ  

∃※被保険者の特定健康診査等は生活習慣病予防健診事業スキームの中で実施。  
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政府管掌健康保険の被扶養者に関する特定健康診査等実施スキーム（案）  

リストにある健診機関（保健指導機関）での受診が可能と通知（被保険者・事業者を経由することもある。）  
一′  、  

実施指示  
健  

委託  委託の委任  

診 と機  保契  
各  り関  連約  

ま（  
受診予約、  

・と  

（利用予約） 
健  と保  代り  

め健  表ま  

＼   機指  保と  保  

（利用） 関導  険め  

等機  者者  険  

復  等  

健  
）  

者  

結果通知   

ノ  、（行動計画  
指  

導  
）  

機  契約情報  

導  健診・保健指導   

関  （開始・終了  
データ  

（開始・終了等）   
データ 

、   

代行機関  
＼  

一′  ヽし  一′  

請求・支払  
（支払基金等）  ヽし  

・支払  

※（）内は原則として特定保健指導関連のスキームである。   
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平成20年4月からの政管健保生活習慣病予防健診検査項目（案）対比表   

・特≡王健吉多の検査：項目については、「標≧雲的な健吉多・イ到達指導プログラム（確定版）（平成19年4月）」による。  

・舅働安全衛生法による：E期健康言会断の検査：項目については、「第27回男働政策審議会安全衛生分手斗会」（平成19年4月2日）資料によ  

る。  

距菅1廻†呆（宗〉  （参  考）  

特う三傑喜子  
一眼   付加  

労働妄全衛生〈案）  

定期†建康喜含旨月   
賢  問（問 言今）  ○  （⊃   ○  

孟今  計  身長   ○  0   ［コ  

†本尊   ○  ○   ○  
測  肥満度・標準†本妻   ○  C・   ○  

雫弓  旭囲  ○  ll※  
視 プ1  0  ○  
聴 プ］  0  l  ○  

等  胸喜阿崇喜今・腰部触喜今  ○  ○   ○  
血】王く座位）  ○  ○   ○   

脂  紹コレステロール定量  ○  
中性脂月方  ○  ○   ■  

質  HDし－コレステロール  C〉  C・   

LDL－コレステ［コール  ○   
G⊂）T  ○  ○   ■  

月‡  GPT  ○  C・   

T－GTP  ○  C〉   ■  
AJP  ○  

機  総蛋白  ○  
アルブミン  ○  
結ビリルビン  ○  

円巳  LDH  ○  
アミうーせ  ○  

代  空服時血糖  ■1   ■1  

≡射  尿 塘   半ち云量   0  ○   C〉  

系  血ざ育尿巨星  
ヘモグロビンAIC  l■1   

血  ○  ヘマトクリット値  ［コ  

渦  血色素測忘  0  ⊂1   1  

赤血‡莱蔓文  ○  ⊂］   ■  
膜  白血‡索敵  ○  

血小板・血浦像  ○  
尿  尿蛋白   半定量   ○  ○   ○  

潜 血  ○  
腎機能                            尿浅沼  ○  

血清クレアチニン  ○  
呼  肺活量  ○  
吸  1秒量・1秒率  ○  
心司絨能  12喜寿導心電匡l  ○  ⊂コ   

肺   胸部×プ練  0  l  （⊃  

曙便細胞喜今  ［コ   

胃   胃郡×斉泉  ○  
胃内視鏡  ［コ  

大  直腸寸鼻糞  ⊂】  
腸              免疫学的傾潜血横査  ○  
眼底検萱  ○   ⊂】  

脂喜陀墨書浪  ○  

（
輔
）
皿
畔
榊
磐
e
沖
飴
型
e
埜
型
帥
督
 
（
紺
胎
）
 
 

感染症   ●  

HCV托†奉   ●  

子宮空拳かミんくスメア方式）  △  
子吉†奉かんく細胞言合）  

乳  ≡・ 二＝＝・   △  
かくん 〉領泉  

今   △  

※1．検査項目のうち、蓋月暮卦けの工貫目につい‾こは、追加もしくは必三貫から選択になっ7こ検査項目である。  

※2．政菅t建保の検査工貫目のうち、太枠の項巨＝こついては保険者（政管健保）が独自に実施する検査工頁目である。  

○
△
ロ
●
●
＿
 
 

必Z項：項目  

受喜今昔の希望に基づきi望択的に実施する項目  

医師の半り附こ基づきi望択的に実施する項目  

35以上から各5歳吾ざみ毎で70蔑ま‾ご〈過去に当…亥検査を受けたことガくない着〉  

40歳以上かろ各5歳きざみ毎で70歳まで〈過去に当…亥検査を受けたことか1ない者〉  

35歳及乙ぶ4D歳以＿上の者については必∋勇コ頁目、それ以外のものについては  

医師の削晰に基づきi望択的に実施する項自  
■※…35歳及乙ぶ40歳以上の者については必妻戸：項目、40歳未満の者（35歳の者を除く〉、妊娠中の女性その他の着であって服囲が内了読  
脂肪の蓄積を反映していないと判断摩れた者、BMIかミ20未満の者及び自らほ【亘l者剤還し、その†直を申告した者（BM】かく22未満で  
ある者に限る。）に‾ついては、医師の削首斤に基づ苫邁＝択的に実施する項目  

■1…いずれかの項目の実施で可  
X・・・一般欒オ…原化されているかミ、指壷十宰を策完■している項目   




